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国立公園パークボランテｲアの制度は、１９８５年に環境省の自然保護教育活動推進事業

によるパークボランテｲア養成が４地区で行われたのが始まりです。 

国立公園において、自然解説活動や美化清掃、利用施設の簡単な維持修理などの各種活動

について、広く国民の参加を求め、一層の活動の充実を図るとともに、自然保護の普及啓発

を図ることを目的として設置されました。 

全国に３２国立公園があり、２５国立公園の４０地区において、各地区の特性に応じた活

動実施計画に基づいて様々な活動を実施しています。全国の登録者数は１５６９名が登録

（２０１２年７月２０日現在）されています。 

パークボランテｲアの募集は各地区の地方環境事務所が行い、募集時に開催する研修を受

けること等が登録要件となっています。なお、パークボランテｲアの募集は、常時行われて

いるものではなく、増員が必要な場合や、新たな地区でパークボランテｲアの活動を開始す

る場合等に行っています。 

大雪山国立公園は、陸域で最大の面積を有する山岳公園として、１９３４年１２月４日指

定されました。当会は１９８９年（平成元年）４月に「大雪山国立公園層雲峡・旭岳地区 

ボランテｲアレンジャー連絡会」として発足。１９９２年（平成４年）に「大雪山国立公園

東大雪・十勝岳地区ボランテｲアレンジャー連絡会」も発足し、翌１９９３年（平成５年）

両会を併合し「大雪山国立公園パークボランテｲア連絡会」と改称。大雪山国立公園全域を

カバーするパークボランテｲア組織として現在に至っています。 

当会の本年度の会員数は９６名で、旭川、札幌、帯広、網走等道内各地の会員が登録してい

ます。例年５月に総会を実施し、活動年間計画を決定し、年間活動計画に基づき活動してい

ます。 

本年度の活動内容は、連絡会行事として 

・前期登山道整備 

上ホロ・十勝岳登山道整備６月１３日（参加者１５名） 

登山道のロープ張り、 

上ホロ避難小屋の清掃、ゴミの回収、廃棄ロープ、廃鉄抗の回収、ペイント作業など 

６月２１日旭岳・間宮岳・中岳登山道整備（参加者１３名） 

登山道のロープ張り、山頂標識等のペイント作業、ゴミの回収等。 

・高山蝶保護パトロール（６月２８日） 

赤岳（銀泉台～駒草平～赤岳）コース（参加者１０名） 

緑岳（高原温泉～緑岳）コース（参加者９名） 

 富良野岳（十勝岳温泉～富良野岳）コース（参加者６名） 

美瑛富士（美瑛富士登山口～美瑛富士）コース（参加者４名） 

大雪山に生息するウスバキチョウ等の貴重な高山蝶の羽化に合わせて、高山蝶の保護と生息

環境の保全についてパトロールを実施、一般登山者等に理解と協力を求めるための活動。 



・前期トムラウシ山周辺登山道整備         

 ７月３日～５日（２泊３日）（参加者７名） 

 沼の原登山口～五色岳～ヒサゴ沼～トムラウシ山 

 ハイマツの枝払い、ササ刈り、ロープ張り、標識の

ペイント、岩場のマーキング 

ヒサゴ避難小屋の清掃、トイレの清掃、ゴミ拾い 

・自然公園クリーンデー 

 ７月１２日 糠平温泉郷（参加者１８名）       

 ８月 ２日 層雲峡温泉（参加者１３名）    （化雲ペイント作業トムラウシ山遠望） 

       旭岳温泉 （参加者１２名） 

       天人峡温泉（参加者 ７名） 

       白金温泉 （参加者１２名） 

自然公園クリーンデーに合わせて、各温泉街等において清掃活動を実施している。 

・旭岳裾合平周辺登山道整備 

７月２６日（参加者１６名） 

 姿見駅～裾合平 

 ロープ張り、ササ刈り、案内標識のペイント作業 

・★美瑛富士携帯トイレブース点検パトロール 

 ８月２９日（参加者４名） 

 美瑛富士簡易トイレブース点検清掃、周辺ゴミ拾い、避難小屋清掃、残置ゴミ回収 

「美瑛富士トイレ管理連絡会」に加盟。点検パトロールを実施。 

・登山道整備・忠別岳避難小屋周辺（後期） 

9月 5日～6日 1泊 2日 （参加者 6名） 

クチャンベツ～沼の原～五色岳～忠別岳避難小屋 

トイレ掃除の道具持参、トイレ清掃、避難小屋清掃、周辺ゴミ拾い、たき火跡の撤収、廃

材の片付け、毛布、タオル、ボンベ、ペットボトル等の回収、避難小屋分岐のペイント塗

り。 

・登山道整備・カミホロカメットク山及び十勝岳（後期） 

 9 月 26 日（参加者 6名） 

 十勝岳温泉～上ホロ～上ホロ避難小屋～十勝岳 

 ロープ緩め、廃ロープの回収、廃鉄ピン回収、避難小屋の清掃、トイレの清掃、ゴミ、 

ペットボトル、ガスボンベ回収。 

を実施しました。             

◆ 自然保護官事務所行事等 

◇ 上川自然保護官事務所関係 

・外来種（ルピナス）防除活動～層雲峡 

6月 17日（参加者 12名） 

・★登山道保全技術講習会（朝陽山登山道） 

6月 23日（参加者 22名） 



・週間高山蝶パトロール（赤岳） 

 6 月 29 日（参加者 8名） 

・★雲の平地区登山道整備補修作業 

 7 月 27 日～28日（参加者 23名） 

 ５９基の階段土留め、９基の土嚢階段、9基の植生保護土留めの設置 

 水流による登山道浸食と拡幅防止、周辺の高山植物帯の保護を目的とした登山道補修 

・愛山渓登山道整備 

 7 月 30 日（参加者 4名） 

 沼の平半月湖周辺ロープ柵、滝の上分岐～永山登山口笹刈り。 

・★高原温泉沼めぐりコース補修木材の荷揚げ及びヒグマ生態観察 

 8 月 1日（参加者２１名） 

 １８０㎝角材 39本、９０㎝丸太 25本搬送 

・銀泉台地区外来植物駆除 

 8 月 21 日（参加者 4名） 

アラゲハンゴンソウ 70キロ駆除 

8月 26日（参加者６名） 

フランスギクの抜き取り 

・★北海岳クジャク岩登山道補修作業 

 ８月２９日～３０日（参加者延べ２７名） 

 浸食の進行を弱め、登山道の保全を図るための登山道補修 

・紅葉期のマイカー規制 

銀泉台：９月１２日～９月２３日（参加者２７名） 

高原温泉：９月１９日～９月２７日（参加者３７名） 

コース案内、ゴミ拾い、山座固定、コースタイムやバス時間案内等の活動 

◇ 東川自然保護官事務所関係 

 ・セイヨウオオマルハナバチ防除活動 ～姿見園地周辺等 

  ８月１３日（参加者３名） 

 ８月２０日（参加者７名） 

 ・★美瑛地区登山道維持業務支援活動～美瑛岳     

  ８月２３日（参加者７名、関係者約４０名参加） 

  登山道補修資材の運搬、設置 

 ・中岳分岐・裾合平登山道整備補修施工 

  ８月２７日（参加者８名） 

  ９月１５日（参加者１０名） 

  テンサー工と植生保護ネットの設置 

◇ 上士幌自然保護官事務所関係 

 ・セイヨウオオマルハナバチ防除活動        （植生保護ネットの設置） 

  ５月１８日（参加者８名、その他関係者２０名） 

 ・★然別休養林登山道整備 



 

  ５月２６日（参加者６名、関係者２０名） 

  然別湖畔天望山、東雲湖倒木処理、笹刈り 

 ・十勝三股セイヨウオオマルハナバチ防除活動及び植生復元活動 

  ６月１９日（参加者９名） 

  セイヨウオオマルハナバチ防除活動と旧十勝三股小中学校跡地の植生復元活動 

 ・ウチダザリガニ集中防除活動 

  ７月１５日～１８日、７月２９日～３０日（参加者１３名） 

  然別湖園地及び北岸野営場周辺において防除 

 ・★ユニ石狩岳登山道維持管理活動 

  ７月７日（参加者ＰＶ１名、その他１７名） 

  笹刈り、倒木処理 

 ・十勝三股植生復元活動 

  １０月１６日～１７日（参加者ＰＶ１０名、その他９名） 

旧十勝三股小中学校跡地の植生復元活動・植樹 

 ・ウチダザリガニ集中防除活動 

  １０月１９日～２３日（参加者２４名、鹿追役場関係者） 

然別湖園地及び北岸野営場周辺において防除 

２月には冬季研修会、スノーモービルパトロールを実施している。 

行事名の前の星★印は、協働型の取り組みを表しています。 

 

私たちは、大雪山を舞台に様々な課題に対応するための取り組みをしていますが、時代と共

にそのニーズも変化してきています。現場のニーズを的確に捉え、現場に即した活動メニュ

ーを企画実行していくことが求められているのです。ボランテｲア活動は、社会貢献活動に

よって自己実現を目指す活動ですが、ニーズに応えることで評価されるのです。 

 近年、登山道に関わる団体等の高齢化や、人材、予算、資材の不足が課題となっています

が、それらを補うために登山道や登山施設の整備や維持管理を、団体同士で協力し合ったり、

ボランテｲアの力を借りたり、互いに情報を交換したり、共有しながら課題の解決に取り組

む協働型の取り組みが行われています。今後も大雪山の貴重な自然環境を次世代に引き継ぐ

ために関係団体が協力し合って課題の克服のために活動していきたいと思います。 

 

 その他 

◇ 会報「大雪山」Ｎｏ９５～９７の発行 ～活動内容掲載 会員、関係機関等に配布 

◇ ８月１日 旭川文学資料館 「三好文夫・小野寺与吉・愛山渓山の村展」で 

  大雪山の自然を紹介する講演を開催 

◇ １２月１３日 旭川サイパル・「ジオフェスティバル in Asahikawa 」に 

  大雪山の周氷河地形、動植物を紹介する展示に参加 

 


